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ＪＡ都市農村交流全国協議会 会報誌について 

会報誌「クロス・カントリー」の第４号は、平成２６年度最初の発行です。 

４月より事務局も香取から石岡へ代り、石井・石岡のダブルストーンコンビで務めさせて頂き

ます。 

なお、この会報誌は会員活動の一環として、協議会、会員活動の報告をはじめ各種情報提

供のため、年４回（５月、８月、１１月、２月）発行いたします。 

会員相互、会員・外部団体など様々な交流を促進するため、情報収集に励み、みなさんに

愛読いただける会報誌を目指します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

ＪＡ都市農村交流全国協議会事務局 

 

 

  

～～会報誌の主な構成～～ 

 

≪会員活動≫          Ｐ３－４ 

本協議会会員の取り組み事例をご紹介するコーナーです。 

今回は、ＪＡ水戸の「地域住民との交流」の取組みをご紹介。 

 

≪ＪＡ交流事業≫        Ｐ４ 

 「ＪＡ交流事業モデルＪＡプロジェクト実践事例集」を配布しております。 

 

≪調査・研究≫         Ｐ５ 

 「婚活」に対する協議会の活動がスタートしました。 

 

≪研修会・セミナーのご案内≫  Ｐ５－６ 

 基礎研修会Ⅱ・情報意見交換集会・基礎研修会Ⅲの開催のご案内。 

 

≪支援隊レポート≫       Ｐ６－７ 

 雪害からの復旧に向けた支援隊の活動および東北支援隊の情報をご紹介。 

 

≪お知らせ≫          Ｐ７－９ 

 グリーンツーリズムの推進、子ども農山漁村交流プロジェクトおよび集客対策の新

たな手法としてＷＥＢサイト「ＪＯＩＮｔｌｙ ＧＲＥＥＮ」（ジョイントリー グリ

ーン）をご紹介。 
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地域とのつながりを重視！  

ＪＡ水戸は、２０１３年度に「貢献」

「絆」「信頼」を柱にした新たな経営理

念を掲げ、地域とのつながりを重要視

し、１３から１５年度の中期事業計画

では「地域に根ざした協同組合の実践」

をテーマにして取り組んでいます。 

食農教育の取組みでは、出前授業や

栽培・収穫体験などの農業体験を女性

部・青年部が中心となって実践してい

ます。今回は、若年層を対象とした「Ｊ

Ａ水戸こども倶楽部」、幅広く地域住民

を対象とした「いきいき健康づくりプ

ロジェクト」についてご紹介いたしま

す。 

  

ＪＡ水戸こども倶楽部 

若年層のＪＡへの参画を目指し、乳

幼児の母親や妊婦を対象に「ＪＡ水戸

こども倶楽部」を開催し、例年２０名

程度の参加があります。 

小学館の幼児教室の講師を招き、ス

キンシップを通じて、親子の信頼関係

を深めるためのベビーマッサージや遊

び方など学べる内容になっており、参

加者からは「赤ちゃんが気持ち良さそ

う」と好評の企画です。 

茨城町産のメロンやＪＡ加工品のジ

ェラートアイスの試食も行っています。 

また、毎月の育児雑誌もお届けし、

継続的な接点強化も図っています。 

 

 

 

 

 

ＬＡを中心に参加者を募り、こども

共済の加入推進にも連動した取組みと

なっており、事業にも繋がっています。 

 

ベビーマッサージを楽しむ参加者 

 

いきいき健康づくりプロジェクト 

地域住民の心と体の健康づくりを目

指し、「いきいき健康づくりプロジェク

ト」に取組んでいます。 

取組み内容は、健康に関したカルチ

ャー教室やウォーキング大会を実施し

ており、ウォーキング大会は、水戸ウ

ォーキング協会と連携し、コースづく

りのアドバイスや当日の先導役などの

協力を得ています。 

参加者には、毎回身長体重、血圧等

を測定し、歯磨き指導や料理など健康

に関する講座も開いています。 

このウォーキング大会は、地域住民

の方々にＪＡを理解していただくきっ

かけになってきています。プロジェク

ト会員以外の地域住民の方々からも参

加を募り、ＪＡ水戸全体企画として、

≪会員活動≫  近況お知らせします 

地域住民との交流 
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今年で３回目を迎えます。女性部によ

るけんちん汁やおにぎりの提供、ＪＡ

から加工品のジュースを配るなど、Ｊ

Ａ事業のＰＲの機会にもなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回ウォーキング大会の様子 

 

ホームページの活用 

１３年１２月にはホームページをリ

ニューアルし、直売所やイベント情報

をより早く発信できるようにしました。 

また、組合長の挨拶が動画配信され

ており、新たなファンづくりのための

工夫を凝らしながら、情報発信ツール

としての活用を開始しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ水戸ホームページ 

 
 

本協議会員へ冊子を配布！ 

 当事例集は、「ＪＡ交流事業」の多

様な取組みの中から５モデルＪＡの実

践事例をまとめています。これから「Ｊ

Ａ交流事業」に取り組もうとするＪＡ

や関係機関にご活用頂ける実践事例集

です。会議・セミナー等でご活用いた

だきたく無料配布を開始しました。数

に限りがありますのでお早めにお申し

込みください。 

◆冊子名 

「ＪＡ交流事業モデル 

ＪＡプロジェクト実践事例集」  

◆申込方法  

ＦＡＸまたはメールにて、ＪＡ全中く

らしの活動推進部 くらしの活動推進

課宛てにお申し込みください。  

＊なお、在庫が無くなり次第、終了さ

せていただきますのでご了承ください。  

 事務局では、引き続きＪＡや他企業

の取組みも調査しておりますので、お

気軽にお問い合わせください。 

事務局：石岡/ＪＡ全中くらしの活動推進課 

TEL 03－6665－6249 

FAX 03－3217－5073 

 

 

 

 

 

 

 

≪ＪＡ交流事業≫ 
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少子化対策として婚活も！  

内閣府による少子化危機突破のため

の緊急対策においては、当初「子育て

支援」「働き方改革」としていましたが、

「結婚・妊娠・出産支援」を追加し、

緊急対策の柱「３本の矢」での推進と

なりました。結婚の推進では、地域の

青年活動の促進等も具体策として掲げ

られています。  

 

協議会の活動としてスタート！  

本協議会での平成 26年度の事業活動

においては、「婚活」に対する全青協の

活動を中心に会員への実践的な活動支

援を実施します。  

結婚サービス業界や会員組織を有し

た企業・団体などとの異業種との連携

を図りながら、地域での婚活の取組み

への活動を支援いたします。 

 

ノウハウの支援 

青壮年部組織と連携し、本協議会会

員ＪＡ・中央会等にて企画する「婚活」

の活動に対して、本協議会として以下

の活動支援を実施します。  

 

 

 

 

 

 

集客の支援 

前述「ノウハウの支援」同様に、「婚

活」の活動、特に参加対象者である未

婚女性の募集に関して、下記の活動支

援を実施します。  

 

 

 

 

 

 

 

詳細は、協議会事務局宛てにお問い合

わせ・ご相談ください。 

 

 

 

基礎研修会Ⅱ（情報発信） 

平成26年度ＪＡ都市農村交流基礎研

修会Ⅱを６月６日（金）に東京都千代

田区Ｎツアービルで開催します。 

都市と農村における交流活動で不可

欠なＪＡ・農業への理解者となる都市

住民をはじめとした活動への参加者を

募るための情報発信やＪＡの事例、イ

ンターネットを活用した新たな仕組み

を学ぶ実践的な内容です。 

当日は、ＪＡ長野中央会より広報戦

略についての事例発表のほか、千葉ロ

ッテマリーンズの振興部より「地域に

密着した球団経営」をテーマとした講

≪研修会・セミナーのご案内≫ 

基礎研修会Ⅱ 

情報・意見交換集会 

基礎研修会Ⅲ 

 

≪調査・研究≫ 

テーマ：婚活 
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演、㈱百戦錬磨によるインターネット

業界の動向や本協議会活動支援ＷＥＢ

サイト「ジョイントリーグリーン」の

活用方法などのＷＥＢ活用講座を開き

ます。 

 

情報・意見交換集会 

 会員間の交流および情報共有化を一

層促進するため、本年度より開催され

る「ＪＡくらしの活動推進セミナー」

と連携し、７月１７日から２日間の日

程で大手町ＪＡビルにて開催します。

１日目（第一部）くらしの活動推進セ

ミナー終了後、交流会から開催し、会

員同士が、各活動のノウハウや悩み・

課題などを共有し、今後の取組みへの

活力やヒントを得られる交流の機会と

します。 

 ２日目（第二部）は当協議会の活動

結果、今後の取組みについての説明の

ほか、㈱オリエンタルランドより、「東

京ディズニーリゾートにおけるサービ

スの基本理念」をテーマに記念講演、

「協同組合の連携による地域づくり」

をテーマとしたパネルディスカッショ

ンを予定しております。 

 

＜パネリストの紹介＞ 

ＪＡおうみ冨士 

食育園芸部 部長 川端 均 氏 

 

株式会社ジーピーエス 

（パルシステムグループ会社） 

事業本部 本部長 工藤 友明 氏 

 

一般社団法人 全国農協観光協会 

地域振興推進部 

（子供農産漁村交流プロジェクト事務局長） 

課長 出口 高靖 氏 

 

※詳細は、本協議会ホームページでご

確認いただけます。 

 検索都市農村交流全国協議会 

 

基礎研修会Ⅲ（外部連携） 

外部団体との連携に必要な知識・ノ

ウハウの習得および実践現場を視察す

る現地研修を９月に予定しております。

詳細は後日開催案内を送付します。 

 

 

 

雪害からの復旧に向けた 

ＪＡグループ支援隊 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡグループでは２月の豪雪災害で

被害の大きかった県に雪害から復旧に

向けたＪＡグループ支援活動を実施し

≪支援隊レポート≫ 

ＪＡグループ支援隊 
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ています。 

ＪＡ全国機関では３月２５日～４月

１６日までの７班編成で、１１１名の

支援隊を山梨、群馬へ派遣し、ビニー

ルハウス撤去等の作業を行いました。

また現在も被災県内ではＪＡ・県連の

職員が支援の取組みを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援隊に参加して 

『頑丈に造られたハウスほど、いざ倒

壊すると撤去が厄介だったが、ＪＡ全

国機関の支援隊メンバーが力をあわせ

て数棟を一気に片付けた。支援できた

のは、ほんの一部にすぎないが、一日

も早い営農再開を祈りたい。』 

（ＪＡ全中 くらしの活動推進部 西野部長） 

 

東北被災３県ＪＡグループ支援隊が 

再開 

平成２６年度のＪＡグループ支援隊

は５月１４日から宮城県で活動がスタ

ートしました。被災地で農業を続ける

生産者や、３年が経ちようやく営農再

開できる生産者へのお手伝いを中心に

活動を継続していきます。 

復旧・復興のスピードは地域により

差が出てきているように感じます。支

援の形にとらわれずに、もう一度現地

を訪れることを検討してはいかがでし

ょうか。 

ＪＡグループ・農協観光では支援隊

をはじめ、皆様の思いを形にするお手

伝いをしています。 

（情報提供：農協観光 工藤篤志さん） 

 

 

 

観光と連携したグリーン・ツーリズム

の推進 

 農林水産省が推進する都市農村共

生・対流総合対策広域ネットワークの

うち「観光と連携したグリーン・ツー

リズムの推進」について、２６年度は

農協観光が受託し実施します。バスツ

アーのノウハウをグリーン・ツーリズ

ムに活用し、都市と農村の交流活性化

の新たな需要を創出する取組みを支援

します。 

プラン開発および販売に関するセミ

ナーを東京・大阪・福岡で開催し、セ

ミナーで造成されたプランの内容や販

売方法について検証を行います。具体

的なスケジュールは当協議会のホーム

ページでも告知しますので、会員の皆

様もご参加ください。 

 

 

 

≪お知らせ≫ 

グリーン・ツーリズム 

子ども農山漁村交流プロジェクト 

新たな情報発信の手法 
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子ども農村交流推進へ 

自民党は子どもの元気！農山漁村で

育むプロジェクト小委員会などの合同

会議を開き、「学校教育等における子ど

もの滞在型農山漁村体験教育の推進に

関する法律案」の条文案を了承しまし

た。子どもが農山漁村に滞在し、地域

住民と交流、自然体験活動を行う「子

ども滞在型農山漁村体験教育を推進し、

政府に推進会議を設置する他、農相と

文部科学相、総務相、環境相を主務大

臣とし、基本方針を定めることを盛り

込み、都道府県と市町村も協議会を設

置、推進計画を作成する内容となって

います。今後の動向が期待されます。 

 

『子ども農山漁村交流プロジェクト』

とは 

 平成２０年度から、総務省、文部科

学省、農林水産省の連携により、小学

校における農山漁村での体験活動が進

められています。全国２万３千の小学

校で、１学年（小学５年生を中心とし

た）１２０万人が自然体験活動等を行

うことをめざして、小学校における農

山漁村での長期宿泊体験をする取組み

です。 

子どもの農山漁村交流は、子どもたち

の学ぶ意欲や自立心を育むとともに、

受け入れ側の地域活性化につながりま

す。 

 

＜プロジェクトを通じた期待効果＞ 

・子どもたちの学ぶ意欲や自立心、思

いやりの心、規範意識などを育む（学

校側） 

・都市と農山漁村の交流を創出するこ

とによる受け入れ地域の再生や活性化

を図る（受入側） 

 

総務省、文部科学省、農林水産省が一

体となった事業推進をしており、さま

ざまな支援をしております。 

○総務省 

 地方の自主性に基づく取組みを中心

に支援 

○文部科学省 

 送り手側（学校）を中心に支援 

（活動支援、情報提供等） 

○農林水産省 

 受入側（農山漁村）を中心に支援 

（受入体制の整備支援、情報提供等） 

・受入地域づくりを全国的に拡大 

・子どもを受け入れる農山漁村地域の 

 受入体制整備に向けた総合的な支援 

・受入地域と小学校の情報の共有化、

連携活動等の強化 

・地域リーダーの育成及び体験プログ

ラムの開発等 

 

 

ＷＥＢを活用した新たな手法 

都市と農村の交流をはじめ、様々な

交流がありますが、不特定多数の地域

内外の住民の方々の参加を募る企画も

多数あると思います。例えば、ＪＡま

つりや農業体験、料理教室、さらには

直売所イベント、観光農園など情報の

拡散による集客強化は重要な要素と言

えます。 

このたび、集客対策の新たな手法と

してＷＥＢサイト「ＪＯＩＮｔｌｙ 
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ＧＲＥＥＮ」（ジョイントリーグリーン）

をご紹介させていただきます。 

http://green.jointly.hyakuren.org/ 

 

無料で手軽に利用できるシステム 

当サイトは、イベント主催者がいつ

でも手軽にイベント情報をＷＥＢサイ

トへ登録し掲載できるシステムです。

ネットで情報を得る次世代への情報発

信としても有効な手段が、無料でご利

用いただけます。 

 

業務軽減にもお役立ち 

また、有料サービスとなりますが、

「受付代行」の機能があります。この

機能は、掲載したイベント情報のペー

ジから参加受付を出来るものです。Ｗ

ＥＢでの受付業務のイベント主催者の

メリットとしては、従来電話での受付

と比較をすると、１）電話対応時間の

軽減 ２）予約受付可能人員設定がシ

ステム管理のため、予約超過の防止  

３）受付データが電子データ管理のた

め、名簿作成の業務が軽減 など業務

効率化・軽減につながります。 

本協議会会員特典 

 当システムの活用にあたっては、本

協議会の会員特典として、システムへ

の情報登録を事務局で代行いたします。 

掲載したい情報のチラシや要望など

もメールやＦＡＸで事務局宛に送って

いただければ結構です。 

 どしどし情報をお寄せください。 
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ＪＡ都市農村交流全国協議会 事務局 （ＪＡ全中 くらしの活動推進課） 

  

ＨＰ ：http://ja-koryu.com/   ＴＥＬ03（6665）6240（代）  

担当：石岡・石井 

＊掲載内容に関するご意見・ご質問など、お気軽にお問い合わせ下さい。 

http://ja-koryu.com/

